
1. はじめに

屋外用の電気絶縁材料には，一般に磁器が多く使われていま

す。磁器は優れた絶縁性能と長年の使用実績による信頼性を持

つ一方で，重い，割れやすい，汚損時の表面絶縁性能が大きく

低下するなどの難点も抱えています。

近年，架空送電分野ではこれらの難点を克服した複合がいし

（ポリマーがいし）が，⇒910 mm）に納入しています。

2001年5月，同じく国内初となる154 kV CVケーブル用の複

合がい管EB-Aを，東京電力殿の小合線（こあいせん；東京都

葛飾区/導体断面積10 mm 20～ 30％で，

EB-A全体でも磁器製がい管の場合と比べて軽量化されま

す。このため，支持架台など付帯設備の簡素化が可能にな

ります。

・耐汚損性：外被・笠材である S i Rは，低分子量成分

（LMW）の浸出によるアメーバ効果及びはっ水性により，

汚損時の絶縁性能に優れています。SiR内の拡散栗 E地

区（等価塩分付着密度：0.12～0.25 mg/cm 2）に相当します。

従来E地区にEB-Aを設置する場合には，磁器製がい管 PC-

226FRを定期的に洗浄しながら使用するか，275 kV級EB-Aの

適用が必要でしたが，今回耐汚損性に優れる複合がい管の採用

により，定期的洗浄なしで154 kV級の大きさのまま，かつ従

来より軽量なEB-Aを実現しました。

なお，小合線では鉄塔からの地上分岐用EB-Aとして設置さ

れました。

154 kV複合がい管EB-Aの主な性能仕様を，表1に示します。




